• 

十二月 号の 雑誌 や 新聞に は、 例年の しきたりで、 い 

くたり かの 作家. 評論家に よって、 それぞれの 角度 か 

ら 一 九 四 九 年の 文壇が 語られた。 その 一 年に 注目す ベ 

き 作品 を 生んだ 作家た ち、 明日に 属望され る 新人 も、 

作品に 即して あげられた。 

これらの しめくくり は、 しかし、 去年と いう 三百 六 

十五 日の 間に わたしたちが 生活と 文学との 肌身へ じか 

にうけて 生きて 来た 激しい 暑さ、 さむさ、 ほこりつ ぼ 

い 複雑さの いろいろ を、 その 深さ、 その 多面な ひろが 



過程で は、 大 出版 企業者 をの ぞく、 すべての 出版 事業 

がいち じる しい 危機に さらされた。 こんにち 揺がない 

大 出版 企業の 代表者た ちが、 文化 上 どのような 性質 を 

もつ 存在で あるかと いう こと は、 渡米 ラッシュの 各界 

代表 選出に さいして、 出版界 だけが 人選に ゆき 悩んで 

いる 実状に 語られて いる。 

一九 四 九 年度の 文学 現象の 特質 は、 このつ くられた 

恐慌の 裏 づけぬ きに 観察され な い。 「所謂 戦後派と 言 

われた ョ— 口 ツバ 的 小説 方法の 実践 者の 運動が、 出版 

景気の 減退に 伴って 不利に なって 来た」 (日本 文芸 家 

協会 編 『創作 代表作 選集』 第 四の 序文 II 伊藤整) 不 



利 は、 物的 事情に とどまらず、 業者と その 気分に 雷同 

する 一 部の 作家 間に、 もう アブレ .ゲ —ル でもない だ 

ろう、 と 咲きの こりの 昼 顔で も 見る ような 態度 を ひき 

おこした。 皮肉な こと は、 戦後派と よばれた 近代文学 

同人た ちの 大部分が、 前年の 下半期から 一 九 四 九 年 を 

とおして、 インテリゲンチャ として それぞれに 着目す 

べき 社会的 文学的 前進 を 行って いた ことで ある。 個人 

主義の 開花 時代の 近代 ョ ー 口 ツバの 文学 精神 を、 日本 

で 窒息 させられ ていた 「自我」 「主体」 の 確立の 主張の 

上に 絵 どる 段階から 成長して 来て、 日本の 社会 現実の 

うちで 自我 を 存在 させ 発展させる そのこと のために も、 



かれ、 日本の 民主主義 文学の 運動に ふれたり、 それ を 

まともに 論議した りする こと は、 語り手 自身の フ アツ 

シ ヨン . ショウめ いて いる そのような 場面で はもう 

アウト . ォブ . ファッション 

流行 はずれの 気風が つくられた。 民主的 評論家 は 

沈黙し、 ジャ ー ナ リズムが 釣り出した 新人で ない 若い 

作家の ための 場面の ゆとり は 奪われた。 次の 戦争に 利 

用す る ことので きる 八 千 五 百万の 人口と 計算され てい 

る その 日本の 人民の 数のう ちに 在りながら、 野暮な 詮 

議は どこかの ひと 隅へ おしこんで、 望月の かける とこ 

ろない 群々 の 饗宴が つづいた 姿 だ つ た。 (民主主義の 

文学 運動が 一 九 四 九 年に 入って のびのびと 展開し な 



かった 理由に は、 このような 外部からの 事情に からん 

でき わめて 複雑で、 興味の 深い 研究課題が 内在して い 

る。 それ は、 こんにちの 政治と 文学、 政治の 優位性と 

云われる もの、 性格に 関する 問題であって、 その 点 は 

別項で ふれて 見たい。) 

二 

前年までの 肉体 文学 は、 ょリ ひろい 風俗 文学、 中間 

よみ 

小説と よばれる 読 もの 小説の 氾濫に 合流した。 これら 

の 文学 は、 戦争 中、 こぞって その ほとんどが 戦争 肯定 



高見 順との 対談で 丸 山 真 男が 「物質的な 面で はそう 

です けれども (文士 も 偉くな つた) 社会的な 価値と か、 

役割と かで はや はり アウト • ロウ 的でしょう」 と 云い、 

高見 順が それ を 肯定して 「全然 アウト • ロウです」 と 

答えて いるの は、 高見 順にと つ て は 自然な 答えで あつ 

たにしろ、 中間小説 作家た ちの 現実で もない し、 実感 

でもないだろう。 社会性 を 失った 「純文学」 とよ ばれ 

る 創作 方法に 対して、 林 房 雄、 富 田 常 雄 を 筆頭と する 

中間小説の 作家た ち は、 「純文学と か 大衆文学 とかい 

う 色 わけが なくなって しまう のが 当然」 であると して、 

現在 自分た ちの 書いて いる 文学が 「大衆の 生活に たの 



しみ を 与え、 豊かに し、 また 生きて ゆく 上での なに か 

精神のより どころ のよう な もの を 提供す る こそ」 目標 

であり 「『罪と 罰』 『ボ ヷァリ ー 夫人』 『女の 一 生』 『凱 

旋門』 に 通じる 道が ひらける にち が いないと 確信す る」 

人々 である。 これらの 人々 に 新聞社 は、 講和 問題に 関 

する アン ケ— トな どもお くって いる。 『読売 新聞』 の 

集めた 範囲で 作家た ちの 答え は 全面講和の 要求だった。 

批評家 は、 一九 四 九 年の この 錯雑 混沌と した 文学と 

文学者の ありよう に対して、 どうして、 ただ 押しまく 

られ ている しかなかった のだろう か。 「また、 いっか 

は それ を やりとげない では (「罪と 罰」 やその 他の 作品 



に 通じる 道が ひらける、 という こと) 結局、 羊 頭 を か 

かげて 狗肉 を 売る そしり をまぬ かれないだろう」 (文 

芸家 協会 編 『現代 小説 代表 選集』 第五 —— 田村泰 次郎) 

というの なら、 まず 文学 そのもの として 狗肉で ある 現 

在の ジャ— ナ リズムへ の 商品 を 一 応ひ つ こめる ことか 

ら 実行され るべき こと。 大衆の 運命 は 性の 欲望と 肉体 

の 好奇心の うちだけ で 存在して いるので はない という 

こと を 認識す る こと。 精神のより どころ を 与える とい 

うならば、 作者 自身が、 従順な 奴 隸八千 五 百万と よば 

れ ている 人口のう ちに こめられ ている こと を 自覚して 

ファシズムと 戦争 挑発に 反対 署名し、 全面講和 要求に 



関心 を 感じる こと は、 個々 の 法令、 個々 の 規則と いう 

ことよりも、 それらの 禁圧 的 法令、 規則の 脊後を 通じ 

て 一 貫して いる 最近の 政治 動向 そのもの について であ 

る ご 「ここ 一年 以来の 民 自党 政府の やり方に は、 も は 

や 反共の ライン を こえて、 人間と しての 権利 そのもの 

への 侵犯と しかみ えない ものが あらわれ ている ご 「最 

近 は、 私自身の 関する せまい 職域の 限りで も、 いわ ゆ 

る レッド. マ ー ク とか、 学問の 自由と いうよう な 新し 

い 問題まで 発生して きている ご 「学問の 自由 を剝 奪す 

る ことが いかに 危険な ことで あるか は、 先年 来す でに 

苦しい 経験ず みで ある にもかかわらず、 今日 またして 



いのだろう。 林 房 雄 は、 『群像』 十二月の 座談会で 宇 野 

浩 二の 「文学者 御前会議」 に ふれて いる。 

「一般に 日本の 私小説 作家と いう もの は、 文学の ため 

に 人生 をす てて いる。 だから 女房の ことで も、 昔の 借 

金の ことで も、 何でも 文学に して 売る。 一番 ひどい の 

は 宇野浩 二の 『文学 御前会議』 で、 あれ は 文学の ため 

に 人生 をす てた 大作 家の 末路 だ ご (以下 略) 「文学の た 

めに 人生 をす てて いるんだ から、 その 致命的な もの は 

どうに もなら ない。 中 野さん、 あなた はこれ から も批 

評 家と して 行く わけです が、 この こと は 重要な ことで 

すよ」 



中 野 …… (肯 く) 

「文学者 御前会議」 につれ て 林が 人生と 云って いる も 

のが、 まともな 人生 を 意味す るなら、 宇野浩 二の あの 

文章 は、 日本人の 人生 そのもの に関して 圧巻であった。 

昔、 宇野浩 二が 書いた 小説に、 菊富士 ホテルの 内庭で、 

わからない 言葉で 互に よんだ リ、 喋ったり しながら 右 

こびと 

往左往 している ロシアの 小人た ちの 旅芸人の 一 座 を 描 

いた ものが あった。 植込み や 泉水の ある 庭の あちこち 

こびと 

を 動いたり、 その 庭に 向って いる 縁側 を 男 や 女の 小人 

が 考えたり、 話したり して、 彼らの 人生 を まじめに い 

そしんで いる 姿が、 宇 野浩ニ 一 流の 描写力で 哀れに も 



ュ— モアに みちて 描かれて いた。 

「文学者 御前会議」 は、 宇野浩 二の その 小説 を ほうふ 

つさせる。 フランス 文学者で あり、 アン ティ . ファシ 

ストで あり、 ァヴ アン ギヤ ルドで ある 豊島与 志 雄が 、 

時代ば なれした フロック コ— トの裾 を ひるがえし、 シ 

ルク ハット はなしで 電車に のる 描写から、 すでに ぺソ 

スが にじんで いる。 行きつ いた 場面で は、 すべての 事 

いき にんぎょ う 

の はこびが 活 人形 を 動かす ようで ある。 他人と 比較 

される ことのない 風 変り な 日常 習慣のう ちで、 人柄の 

ある 聰明 さに かかわらず 奇矯な癖 を もつ ている 天皇の 

動作、 きいた 風な 宫 のとり なし。 かしこまって そこに 



文学ら しい 言葉で 云われて いる 林 房 雄の みことのり 

に、 だまって 肯く 英文学 者 を 前にお いて、 彼 は 更に 首 

相の 息子 吉田健 一 の 「英国の 文学」 を、 推薦して いる。 

吉田健 一は 「イギリスの 文学 は イギリス 人の 生活の ふ 

ち 飾りと して、 レ ー スの 如く 美しく あらわれて 来る と 

いう 意味の こと を かいていた。 ところが、 日本の 私 小 

説 作家で、 人生の 方が 文学の ふち 飾りで ライフ. プロ 

パァ (本来の 人生) が 無視され ている。 僕が 日本の 私 

小説 作家に 大いに 反対す るの は そこなん です」 

ステ ファン • ッヮ イク は 伝記文学 者と して 多くの 仕 



事 をした が、 彼の 代表作 「三人の 巨匠」 の 中で も ディ 

ケンズ 研究 は、 最も 重く 評価され ている。 ディケ ンズ 

の 天才 は、 イギリスの みならず 世界 文学の ほこりで あ 

る けれども、 あれほどの 彼の 大 天才 も イギリス 流の 現 

実への 妥協で 終った ために 遂に 大成す るに 到れな かつ 

た、 と 云って いる。 そして、 イギリスの 独特な 資本 主 

義 発達の 過程 は シェク スピア を 生んだ 環境 そのもので 

ディケ ンズの 天才の 羽根 を おらせた。 ゴ ー ルス ヮ— 

ジ ー は、 魅力 ある 作家だった けれども、 彼の 文学に も 

終点 は 「人生 はこうし たもの だ」 "Life is SUCI! a tWn で 

という 言葉が ある。 ふち 飾りで ある 文学が、 人類の 歴 



として、 「田 村が 作家と して 意図して いると ころ は、 

なっとく 出来る し、 なっとくして やらなければ ならぬ。 

しかし あとが いけない」 と 田 村の 独善的な 自己 肯定に 

ふれるならば、 田 村 泰次郎 一派の 人々 の いくらか 文壇 

たぬき 御殿め いた 生き かた そのもの や、 そのこと にお 

いてい われて いる 文学的 意図 は、 はったりに 堕して い 

る 事実 や 一 方で 彼が ファシズムに 反対し 平和 を 守る 側 

に 立って いる ことで は 大岡昇 平の 文学 や 「顔の 中の 赤 

い 月」 (野 間 宏)、 「にせき ちがい」 (浜 田矯 太郎) とど 

んな 実際 関係に いるかと いう、 花形 一 つの 身に あつ 

まっている 矛盾、 分裂の 諸 関係 を 彼のた めに も、 読者 



のために も 客観的に 整理して 示さなければ ならない の 

ではなかろう か。 

だが、 「誰の アミが 現代の ァ クタ モク タを ホン トに 

しゃくい あげる ことができる だろう？」 (傍点 筆者) と 

いう、 私小説で はない 新しい 文学への 要求 は、 その 中 

に、 新しい 社会的な 創作が 生れる 方法と して 追究され 

なければ ならない もの を ふくんで いる。 文学が 現実 を 

「ホン ト にしゃ くいあげる」 という こと は、 どういう こ 

とだろう か。 現代の ァ クタ モ クタの 全部 を片 はじから 

手に あたる もの 耳に きく もの、 しゃくい 上げる ことが 

ホン トに 人生に 向つ て 问かを 掬い あげた 文学で あると 



云えるならば、 三 好 十 郎が田 村 泰次郎 その他 を 小 豚 派 

という 必然 は 失われる。 こんにちの 社会と 文学の 話と 

して、 なっとくしょう とすれば、 田 村 泰次郎 が、 きょ 

うのす ベ ての 彼 自身の 現実に つ いて 修正 声明ぬ きに、 

その 意図と して 「『罪と 罰』 『ボ ヷァリ ー 夫人』 『女の 一 

生』 『凱旋門』 に 通じる 道が ひらける に違いない」 と 確 

信して いると いう ことから 見直される わけだろう。 

「罪と 罰」 やそれ に つづく 諸 作 は、 その 名 を 彼に あげら 

れ るに ふさわしく、 今日、 彼の 読者層 をな している 人々 

に ひろくよ まれて いる 作品で ある。 (同じ 読者層 は必 

ずと い つ て もい いくらい 「親鸞」 だの、 「この 子 をの こ 



して」 だの、 「細雪」 だの を よんで いるであろう。 彼 は 

その 面に はふれ ない。) 彼と その 一 派が 羊 頭 を かかげ 

て 狗肉 を 売らない 日 を 招来しょう とすれば 「ボ ヷァ 

リ ー 夫人」 に はじまる 十九 世紀の 自然主義から ロシア 

の 批判的な リアリズム を 通じて レマルクが 「西部 戦線 

異状な し」 から 「凱旋門」 に 至った ョ— 口 ツバ —— フ 

ランス、 ドイツの 恐ろしい 三 〇 年間の 社会と 文学の い 

きさ つ を 追求し て みなければ ならな い y j と を 意味す る _ 

そして、 世界の 歴史と 文学と はもう 「凱旋門」 をく ぐ 

りぬ けて しまって いる。 そこに どんな 人民の 苦悩が 

あ つ たかは 中共の 女 捕虜に 対する 日本 兵の 暴虐 をテ ー 



代の 論理 を 把握す る 技術と して、 創造への 道 を 提示す 

る」 (「批評の 盲点」 瀬 沼 茂樹) 批評が あってよ いし、 

なくて はなら な いのは、 事実ではないだろう か。 「現 

代に おいて、 現代の 真の 意味から 文学 を 判断す る こと 

は 生やさし いこと ではなくても、 日常 批評に おいても 

仮り に 私が 一 定の 歴史的 立場から する 批評と よぶ もの 

を 貫徹す る ことが 必要で ある」 (同上) 

福 田恆存 のように 一 九 四 九 年 を、 「知識階級の 敗退」 

の 年と 概括す る こと は、 日本の 内部に 実在す る 民主的 

勢力の 実際のう ごき を あっち 側に 立って 見ての 一 方 的 

な 見 かたになる。 一 九 四 八 年の 下半期から 四 九 年に か 



的な 文化の 文学 雑誌で あると ともに、 その 半面で は 労 

働 者 階級の 経済、 政治の 国際的な 啓蒙 誌で もあった。 

『ナップ』 『プロレタリア 文学』 も それに 似た 性格 を も 

たずに いられなかった し、 プロレタリア 文化 連盟 は、 

地下に おかれた 階級 的 組織の 氷山が、 わずかに 合法の 

水面に 尖端 を 出した 姿と しての 性質 を もった。 サ ー ク 

ル にしても、 そうな つた。 

当時の このような プロレタリア 文化 • 文学 運動が 佐 

野 • 鍋 山の 転向の あおりに よ つ て 息の根 を とめられた 

一 九 三 三 I 三 四 年 ごろ、 プロレタリア 文化 • 文学の 組 

織に 属して いたす ベての ものが、 検事局 製の 運動の 自 



己 批判と いう もの を 押しつけられた。 それ は 従来の プ 

ロレ タリ ァ 文化. 文学 運動 は、 その 指導者であった 蔵 

原 惟人、 小 林 多 喜 二、 宫本顕 治らの 政治 主義 的 偏向に 

よって、 文化 活動から 政治 活動へ 追い こまれ、 創造力 

を枯渴 させ 云々 という 筋で あ つ た。 

その後の 十 余 年間に、 文学に 心 をよ せる 人々 が 読む 

ことので きた 文学 理論的な 書物と 云えば、 主として、 

当時の 反 プロレタリア 文学の 筆者た ち、 林 房 雄、 山 田 

清 三郎、 亀 井 勝 一郎 その他の 著作だった。 社会主義 リ 

ァ リズムの 問題 さえ も その 階級 的な 要点 を 歪曲され た 

まま 読まれる しかな か つ た。 



の 解放 軍が、 その 行動の 実際で 日本の 新聞に さえ 一行 

のデ マゴ ギ— を 報道 流布す る - J と を 許さな か つ た 事実 

は、 真に よろこばしい、 そして 敬服すべき ことだった _ 

沈毅、 純朴な 若い 中国の 人民の まもりて たち を 思いみ 

る ことができた。 

中国人 民の 独立の 近づきつつ ある こと は、 日本の 国 

内情 勢に 微妙な 反応 を 与えた。 一 方の 力 は、 日本 を 防 

壁と して 確立させる ために 一 層 積極の 方法 を 押しす す 

め はじめた。 それに 反して、 労働者階級 は、 そして 民 

主 的な 人々 は、 中国の 解放 を、 アジアの 民主 勢力の 決 

定 的な プラスと 見た の は 正当で あり、 世界 民主 勢力の 



は、 ここにお いて 一九 四 八 年末から 一九 四 九 年に かけ、 

一 つの 複雑で 貴重な 試煉 を 経なければ ならない ことに 

なった。 

一 九 四 六 年から 四 七 年に かけて 日本 全国に スト ライ 

キの 波が 高まって いた 時期、 民主主義 文学 運動 は、 労 

働 者 階級と ともに 一 般 的に 勤労者 を 包括した 形 をと り、 

組合の 文化 部 は 民主主義 文化 • 文学に 対して、 ス トラ 

ィキ との 連関で、 文化 動員 を 主と した。 経済的. 政治 

的 活動に 全 生活と 精力 を 集注す る 大部分の 組合員と、 

その 一 部に は いわゆる 文学 趣味 も 滲透して いる 文学 

サ ー クルの 人々 との 間に、 同じ 働く 人々 ながら、 現実 



に 向う 感情に は、 いくらかのく いちがい も 生じた。 一 

九 四 六 I 七 年、 日本の 全 産業 面に 労働組合が 組織され、 

そ - J に 党 細胞が 公然と 活動し は じめ たこと は 日本の 労 

働 者、 勤労者 すべてに とって 全く 新しい 歴史の はじま 

りであった。 そして、 この 期間 は 同時に、 戦時中 最悪 

の 労働条件に 虐使され て 来た 勤労 男女が、 基本的な 人 

権と 労働の 権利に たって、 インフレ ー シ ヨンと たたか 

いながら、 日本の 労働条件 を 半 植民地の 低 さから 解放 

しょうと 奮闘した。 外に あらわれた 形で は 大小の スト 

ライ キ 続きだった この 一九 四 六 I 七 年に、 しかし 勤労 

し ストライキ する 人々 の 間から、 「太陽の な い 街」 は 一 



注目すべき こと は、 この 文学的で ない ばかり か 政治 

的で さえ もない 発言に 応じて、 専門 文学者と 職場 作家 

との 間に、 一部の 文化 活動家と サ ー クル 員の 側からの 

対立 感情が 醸成され たこと である。 「人民 的 リア リズ 

ム」 論に 無批判だった 文学 サ ー クルの 一 部 は、 文化 活 

動に したがう 一 部の 人々 とともに、 人民 的 リアリズム 

論者 そのもの を ふくめて、 いわゆる 専門 作家と その 作 

品への 無根 拠な 否定に 従事した。 一九 四 八 年の 日本 民 

主 主義 文化 連盟 第二 回 「文化の 会」 および、 ひきつづ 

いても たれた 新 日本文学 会 第 四 回 大会 は、 この種の 傾 

向の ひとり 舞台の 観が あった。 そこで は 作家. 評論家 



によって、 文化. 文学に ついて 具体的な 討議が される 

よりも、 特殊な、 文化 活動家と 名づ けられる 人々 の、 

その 人た ちの 理解での 政治的 発言が 圧倒した。 

これ は、 明らかに 普通でない 空気であった。 まじめ 

に 文化. 文学の 運動に したがい、 創作 もして 行こうと 

している 人々 は、 民主主義 文化. 文学 運動の 内 を かき 

乱して いる 不安、 無 規準、 得たい のしれ ない 政治 性に 

影響 さ れ て 、 自分た ち の 活動の 基準 を どこに おいたら 

たたかれないで 育つ ことができる のか を 思い 迷う ここ 

ろ もちに もお かれた。 

一 九 四 九 年に、 職場の 労働者 作家 は、 ストライキ を 



もう 一 般 情勢 は 中国 革命の 達成、 労働者の 主導 的 任務 

の 強調に おかれて いる、 そのく いちがい も ある。 また 

一 九 四 六 I 七 年に かけて 労働者階級 によって 経験され 

た 広汎な 闘争が、 前述の ような 戦争 中の 階級意識の 剝 

奪 をと りかえ すため に 十分な 政治 教育が 間に合わな 

かった ために、 経済 主義 的に ならざる を 得なかった。 

社会の 生きた 関係の 微妙 さは、 一 九 四 五 年 冬 以後 は 共 

産 党が 勤労 人民の 合法 政党と して 公然と 存在し、 組合 

内の 党 細胞の 活動が 自由であった けれども、 一方、 労 

働 者の 自主的な 階級 政治への 認識 や 経験が 失われて い 

ると いう 戦後 的 条件と 結びついて、 職場の 大規模な 闘 



対して、 プロレタリア 文学 時代から、 「主人 もちの 文学」 

とのの しって 来た 人が、 きょう 民主主義の 立場に 立つ 

特定の 作家に 悪評 を 加えようと する ときには、 全く、 

誤って 理解され た 政治の 優位性の 発動に よる 非現実的 

であり、 非 文学的で も ある 評言の 断片 か、 き きづたえ 

か を、 そのまま 自分の 文章の 中に とってよ リ どころ と 

するとい う 奇妙な 現象が おこった ことで ある。 文学に 

おける 政治の 優位、 別の ことばで 云えば、 文学の 階級 

性の 確認と その 発展の 方向に ついての 革命的 認識 —— 

を 否定す る 作家. 評論家が、 こんにち では、 民主 陣営 

にある 文学と 政治の 優位性に 関する 歪曲 を 利用して、 



の 人民に 許されな いこと は、 民主主義 文学に とって 思 

うより 以上の 障害と なって いる。 中共 勝利と ともに 国 

内に 流布した 中共 関係の 文書の 中には、 かって 特務 機 

関と して 奥地の 情報 を 集めて いた 文書が あり、 獄中で 

検事局からの 諮問に 答えて 上申した 文書が ある。 それ 

らは、 侵略国 日本が 中国人 民と 中共から かすめとった 

収奪 物でなくて 何だろう。 注意ぶ かい 読者に は、 一人 

の 筆者が、 ある 場面で は 中共の 農業 政策に 関して 官僚 

報告め いた 文書 を 発表し、 他の 場面で は 中共の 文化 啓 

蒙 運動. 文学 政策に ついて かき、 またち がった 婦人 雑 

誌の 中で は柔 かい 筆で インドネシア あたりの 少女の 物 



ものである。 

政治の 優位性の 問題 は、 今日まで 四 年間の 苦しい 経 

験に よって、 イデ ォロギ ー の 問題から、 創作の 現実 過 

程、 評価の 実際の 基礎と なって きた。 プロレタリア 文 

学 運動の 初期に、 芸術と 政治 • 政治の 優位性が 提起 さ 

れた 時代に は、 政治の 優位性の 素朴な 理解 は、 直接 そ 

の 論 を 主張した 人々 の 実践に 反映して よい 結果 も 悪い 

結果 も その 人た ちに よって 刈リ とられた。 けれども こ 

ん にち、 政党、 組合 その他の 大衆 団体が それぞれの 面 

で 文化 • 文学 活動 を 行って いると き、 あやまられた 政 

治の 優位性の 理解 は、 それぞれの 場面での 指導の. g 瞭 



こんにちから 明日へ かけての 激しい 歴史の 動きの 中で 

は、 世界 あらゆる 国々 で、 ファシズムと 戦争 挑発に 抵 

抗を 感じる 進歩的な 人々 の 階級 移行が はじま つてい る 

事実が 着目され なければ ならない。 民主 陣営が、 その 

経済闘争 や 政治 闘争の 場面で、 労働者、 農民、 小市民、 

中小 商工業者、 民族 資本家まで を 含めた 人民の 統一 戦 

線 をよ びかけ ながら、 文化 • 文学の 面に 対した とき だ 

け は、 小市民 層の (学者、 文化人、 作家、 芸能 家 その 

他 を も 含む) 消極的な 面 だけ をと りあげて 吒咤、 批難 

する ことがある とすれば、 ピカソ を も 包括す る 文化の 

民族的な 線 を 学ぶ というた てまえ はどうな るだろう。 



小市民 層 は、 労働者階級に 奉仕す る ことにし か 使命 は 

ない とする 考え方の あやまり である こと も 明瞭で ある _ 

一 つの 階級が 他の 階級 を 自身の 奉仕に おくと いう 考え 

方 は、 労働階級 は 資本家 階級に 奉仕すべき ものである 

と いう 資本主義 的な 考え方の 裏が えしに すぎない。 ど 

この 国で も 一 定の 資本主義 文化の 発達した ところでの 

革命的な 文学 運動 は、 常に その 主力で ある 労働者階級 

の 社会的 文学的 発展との つながりで、 農民. 小市民の 

文化 文学の 実質が、 どのように 小市民 自身の 解放に 役 

立つ ものと して 成長す るかと いう ことに 大きい 関心 を 

払われて いるので ある。 



家が、 より 若い 世代の ョ— 口 ツバ 文学の 手法 追随に 対 

してむ しろ 警告 的で あるの も 注目され る。 日本で は、 

一 九 三 三年 以後の 社会と 文学の 形相が あまり 非理 性的 

で 殺伐であった ために、 その 時期に 青年期 を 経た イン 

テリ ゲン チヤの 多くの 人が、 その 清新 生活で は 主と し 

て 人民戦線の フランスに 亡命した 形が あった。 野間宏 

にしろ、 加 藤 周 一にし ろ。 それらの 人た ち は、 いま 日 

本の 民主 革命の 中に その 精神に おいて 帰還して いる。 

野間宏 が、 ジ イド ゃヴァ レリ ー の 言葉 から ぬけでて I 

I ョ ー 口 ツバ 的 小説 作法 (ブル ジョァ 民主主義の ァ 

ヴ アン ギヤ ルドの 手法) を、 日本の 民主 革命の 課題に 
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